















































































得られた知覚リスクのタイプとして次の 5 つを挙げている。金銭的リスク（Financial Risk）、
パフォーマンス・リスク（Performance Risk）、身体的リスク（Physical Risk）、心理的リス





Jacoby and Kaplan（1972）が示した 5 つの知覚リスクのタイプを基礎として知覚リスクの
タイプを追加、あるいは変更し、その対象となる有体財やサービス製品との関係を説明して
いる研究が多くある（Mitchell and Vassos（1997））。例えば有体財を対象とした Stone and 
Gronhaug（1993）では、リスクを主観的な期待の損失と定義し、Jacoby and Kaplan（1972）

























































































条件から研究されている。（Yavas（1990）, Roehl andFesenmaier（1992）, Mitchell and Vassos




















者の知覚するリスクの属性を明らかにした研究がある（Mitchell and Vassos （1997）） 。











Sönmez and Graefe（1998）の実証研究は、10 の知覚リスクのタイプと消費者が敬遠する
旅行先（13）との関係を分析している。10 のリスクタイプは先行研究（Cheron and Ritchie



















ク（Human induced Risk）、金銭的リスク、サービス品質リスク（Service quality Risk）、社
会心理的リスク（Socio-Psychological Risk）、自然災害・交通事故（Natural disasters and Car 
accidents）、食の安全・天候（Food safety and weather）の 6 つの因子を得ているとともにマ

















































示した 5 つのリスクに時間関係的リスク（Time-related risks）を加え、知覚リスクは 6 つの
知覚リスクのタイプから構成されるとした Stone and Gronhaug（1993）のモデルを基本とし
たい。ただ Stone and Gronhaug（1993）の実証研究では有体財がその対象とされているため
にサービス製品、旅行の特徴を踏まえる必要がある（山本（1999））。知覚リスクと旅行の実
証研究の結果から設備的リスク（Roehl and Fesenmaier（1992）， Mitchell and Vassos（1997），
Sönmez and Graefe（1998））、健康リスク（Sönmez and Graefe（1998））、コミュニケーショ
ン・リスク（Han（2005））が明らかとされているためにそれらを採用することとする。設
備的リスクについてはパフォーマンス・リスクを含めた設備的リスクとして知覚リスクのタ




















質問項目は 3 つのパート全 50 問である。最初のパートは知覚リスクのタイプについて、2
つ目のパートはリスク緩和策について、最後のパートは属性に関する内容となっている（20）。
（2）データ収集


























性別 男性 1 6 18 15 10 8 17 13 12 10 15 125
女性 2 4 19 14 11 11 14 7 18 13 12 125
合計 3 10 37 29 21 19 31 20 30 23 27 250
（3）尺度・質問項目
尺度・質問項目は先行研究（Roehl and Fesenmaier（1992）, Stone and Gronhaug（1993）, 
















































































































































（5） 全体的リスク（知覚リスク全体）の 61.6 パーセントを説明しているという結果を得ている。
（6） 全体的リスクの 88.8 パーセントを説明しているという結果を得ている。







（10） 知覚リスクのタイプについて 4 点尺度法を用い、不確実性と結果の重要性を加算し最も知覚リスクが高
い場合は 8 点であるとしている。
（11） 機能的リスクグループは他のグループと比較して 6 歳以下の子供を同伴している割合が高い。







（17） Roehl and Fesenmaier （1992）は設備的リスク、Sonmez and Graefe（1998）は設備・機能的リスクとし
ている。
（18） 本稿ではコミュニケーション・リスクを最終調査段階において追加。






（22） 図 1 の表示について例えば「不確実性の金銭的リスク」は「不 _ 金銭的」と表示している。
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